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マネジメントメッセージ バイアル兼用液体・粉体充填打栓機「CONSFIDA（コンフィーダ）
–2020」の今期よりの本格的な販売活動の展開、また、新しく日本に
おける独占販売権を得たイタリア・UNIFILL社のプラスティック・フィ
ルムから容器成型し、液体充填・シールを行う全自動機が営業品目に

加わったことにより、世界の著名なFORM–FILL–SEAL機の3社が揃
うことになりました。つまり、プラスティック粉末から無菌で容器成

型・充填・密封をする機械で世界NO.1の納入実績を誇るドイツの
ROMMELAG社（日本でも一回だけ使用の点眼液などに多数稼働し
ています）と当期に独占販売権を得たスペインのBOSSAR社（プラス
ティック・フィルムから製袋・スパウト取り付け・固形物または液体充

填・密封）、そしてイタリアのUNIFILL社の世界の著名な3社の全自動
包装機が当社の取扱品目となり、医薬品業界だけでなく、化粧品、ト

イレタリィ、食品、そして日用品業界向けに、より積極的な営業を展開

することができるようになりました（これら3社の機械については「期
待される製品群」にて詳細後述）。

　一方、さらに長期的な成長を目指す上では、海外市場の開拓が不

可欠となります。特に中国・東南アジアにおいては、経済発展ととも

に保険制度の充実が見られ、医薬品の需要が急激に伸びることが想

定されております。既に当期より中国各地で催された3度の展示会に
出展し、2021年8月のタイ・バンコクでの展示会にも出展参加するこ
とを決めており、海外市場開拓の途についております。また、本格的

海外進出に向けては長期的な視点に立った戦略構築が重要になる

ことから、現在のグループの海外展開を一旦整理し体制固めを進め

ております。この観点から、2020年11月5日の取締役会でタイでの
機械製作を意図した現地法人「Mutual(Thailand)Co.,Ltd.」の解
散・清算を決議しており、代わって営業情報活動のための連絡事務

所を設けることになりました。

　当社グループは、上述のように次の成長を目指し様々な課題に取

り組んでおりますが、この全ての原動力は人材であり、人材の活性

化を根底施策として進めております。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、ニューノーマルな社会が

到来していることは事実です。しかしながら、企業経営にとっては人

材が何よりも大切であり、人材の活性化が企業力を高めて成長を生

み出すことには変わりないと考えております。こうした観点から、社

員の遣る気を起こし、適正に評価していくためのプロセスを本年6月
より立ち上げております。具体的には、マネジメントクラスへのジョ

ブ・ディスクリプション制度を導入し、業務内容、役割、目標などを

規定する中で、レビューに基づく適正な評価を行い、次のリーダーの

育成を進めております。この取り組みは、まだ始まったばかりです

が、既に中堅社員の活性化に結び付き、若手への波及効果も期待さ

れます。また一方、コロナ禍により働き方が変わり、自分の力が発揮

できる職場を失い転職・退職を余儀なくされた中高年の方々がおら

れる中で、当社グループは、積極的に中途採用に取り組み、遣りがい

のある職場を創ることで、活力と多様性を高めてまいります。そのた

めに当期より社員が職務を選択できる「職務チャレンジ制度」をス

タートさせ、社員が自律的かつ意欲的に仕事に取り組めるような制

度を設けています。

　当社グループは、社名の由来にあるように設立以来、様々なス

テークホルダーとの共存共栄を目指してまいりました。また、営利企

業として当然ながら、利益を生み出すことを最重要目的とし、株主の

皆様を始め全てのステークホルダーに還元するとともに、今後の成

長に向けた内部留保に充てることを基本方針としています。今、新型

コロナウイルス感染症が蔓延する中で、コロナ禍への対応、成熟化

する国内市場での競争優位の確立、長期的成長に向けた海外への

進出など課題は多くありますが、着実にそして大胆に挑戦していくこ

とで、利益を創出し、皆様方との共存共栄を永続的に目指してまいり

ます。

　株主の皆様におかれましては、変化に対応し改革を進めるミュー

チュアルに、今後ともご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　2020年初頭より猛威をふるう新型コロナウイルス感染症の拡大
は、第4波の拡大防止に向けて4都府県に2021年4月25日に3回目の
「緊急事態宣言」が出されましたように、いまだに社会・経済に大き

な影響を与えております。当社グループにおいては、社員の安全を確

保し、感染拡大防止を最優先とした営業活動を展開すると同時に、

営業支援システムのバージョンアップや事務処理のクラウド化を進

め、事業継続体制を整備してまいりました。しかしながら、訪問・面

談の制限などにより、次の売上高を創出する提案・受注活動が厳し

い状況に置かれております。

　このような状況下、当期の業績につきましては、コロナ禍による不

自由な受注活動を強いられ、売上高は前期比4.7%減の112億円と
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持続的成長を目指し
着実に歩を進めると同時に、
次の成長を担うリーダーを育成

株主の皆様へ

株主の皆様には平素より格別のご支援を賜り、誠に有り難うございます。
新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになられた皆様に謹んでお悔みを申し上げますとともに、
罹患された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
また、医療関係者を始めとする最前線で対応されている皆様に心より敬意を表します。

なりました。一方、利益面におきましては、工程管理強化などによる

原価低減効果に加えて展示会の中止、旅費交通費の減少などにより

販売費及び一般管理費が減少したことで、経常利益が前期比3.6%
増の12億99百万円となりました。なお、1株当たりの配当金につきま
しては、前期と同額の普通配当25円とさせていただきました。

　当社グループは、3つの基本路線の下で持続的成長を目指しており
ます。この基本路線の根底に流れているものは差別化戦略です。当社

グループにしか提供できない製品の開発・調達、加えて、当社グルー

プの総合力を活かしたエンジニアリング・メンテナンスサポートの強

化を進め、顧客から選ばれる企業集団を目指しております。こうした

取り組みにおいて当期に開発した世界で最もコンパクトなシリンジ・
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12,219

財務ハイライト 株式基本情報

大株主

所有者別株主分布状況

所有者別株式分布状況

連　結

連　結

連　結

連　結

連　結

連　結

単　体

2017/3

12,219

1,228

1,261

798

13,358

8,694

7,620

2018/3

8,350

369

472

224

13,331

8,846

7,620

2019/3

11,066

1,005

1,034

589

15,004

9,170

7,620

2020/3

11,286

1,247

1,299

935

15,426

10,764

7,620

11,847

1,233

1,253

760

15,632

9,786

7,620

2021/3

（注）2019年3月期の1株当たり配当金は、普通配当25円に創立70周年の記念配当5円
　　を加えた30円です。

売　上　高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属する当期純利益

総　資　産

純　資　産

発行済株式総数（千株）

単位：百万円

単位：百万円

セグメント情報

金額 前期比

2021/3

産業用機械事業 

　　医薬品

　　化粧品

　　食品

　　その他

工業用ダイヤモンド事業

　　　　　　　　  合計 

金額

2020/3

11,385

7,253

2,472

891

768

461

11,847

10,878

7,614

1,818

553

891

407

11,286

95.5%

105.0%

73.6%

62.1%

116.0%

88.4%

95.3%

（2021年3月31日現在）

98.8
0.7
0.2
0.2
0.1

持株数 持株比率

%
%
%
%
%

10,238
75
16
21

7

名
名
名
名
名

（注） 株主数及び持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数

発行済株式の総数
 （うち自己株式数）

株主数

17,000,000株

7,620,320株
（1,168,505株）

10,358名

個人
その他国内法人
証券会社
外国法人等
金融機関

単位：百万円■親会社株主に帰属する当期純利益

1,000

750

500

250

0

単位： 円■1株当たり配当金

30

20

10

0

単位：百万円■売上高

15,000

10,000

5,000

0 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

8,350

11,066 11,847 11,286

2021/3

2021/3

25.00

30.00

2019/3 2020/3

25.00記念
配当
5.0円

2019/3

589

2020/32018/3

224

2017/3

798 760

2021/3

業績ハイライト 株式の状況

70.3
13.6

1.0
0.8

14.3

%
%
%
%
%

453.3
87.6
6.5
5.1

92.4

万株
万株
万株
万株
万株

個人
その他国内法人
証券会社
外国法人等
金融機関
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毎年4月1日から翌年3月31日まで 

毎年6月中 

毎年3月31日 

毎年9月30日 

電子公告とする。ただし、事故その他やむ
を得ない事由により電子公告による公告を
することができない場合は日本経済新聞
に掲載して行う。

事業年度

定時株主総会

期末配当金の受領株主確定日

中間配当金の受領株主確定日

公告方法

株主名簿管理人・ 
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号 
三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

同取次所

株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行
株式会社のインターネットで24時間承っております。 
インターネットホームページ 　　　　　　　　  
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国本支店

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL. 0120-094-777（通話料無料）

※上記取次所においては、特別口座に記録された株式について
のみお取扱いしております。 特別口座以外で株式を管理され
ている株主様は、口座を管理されている各証券会社経由でお
願いします。

毎年9月30日を基準日に、「株主優待制度」を実施しています。

当社は業績に連動した配当を基本にしておりますが、当社株式への投資魅力を高め、より多くの方々に中長期的に当社株式を保有してい

ただくことを目的として、9月30日を基準日とした株主優待制度を導入しています。

※各カタログの内容は変更される場合があります。

優待の内容

選べる優待品 1,500円相当
選べる優待品 3,000円相当
選べる優待品 5,000円相当

保有株式数

100株以上 1,000株未満
1,000株以上 5,000株未満
5,000株以上

株主メモ

トピックス
中国の大手製薬企業から受注している

当社のPTP包装機プレスタ6000が

当社の技術提携先の中国のメーカーで、このほど完成しました。

株主優待

期待の製品群

素材から製袋・容器成型、充填、密封（FORM-FILL-SEAL）を
1台の機械で完結する世界の著名な３機種
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